
コミュニティ通貨って何？
　「地域マネー」 や 「地域通貨」 ともいわれ、 市民団体などが独自に発行するお金で、 一定の地域内や、 限られた

会員の間でのみ流通する「相手の顔の見える」お金です。主にボランティア的なサービスの提供や、相互扶助の手段

として使われ、調和の取れた持続可能な自立型の社会をつくったり、失われつつあるコミュニティを再生するなど、様々

な目的で使われています。日本では1999年頃から導入され始め、現在100以上の地域で実践、または実験中で、検

討中を含めると200を超すと言われています。

コミュニティ通貨 Mille （ミレ） とは？
　「ＮＰＯ法人ミレニアムシティ」と「ミレニアムシティをつくる会」の会員の間で使えるコミュニティ通貨です。会

員は自分が提供できるサービスやもの、自分が提供して欲しいサービスやものを提示して、相互に助け合いを行います。

そして、 通常の 「円」 ではなく、 コミュニティ通貨Mille （ミレ） で支払いを行います。 Mille （ミレ） の価値は、

一応便宜上１Mille（ミレ）＝１円程度とします。また１時間の単純労働で600Mille（ミレ）を基準としますが、こ

れはあくまで目安ですので、 実際の取り引きでは、 その都度価格を取り決めます。 ただし、 Mille（ミレ） を「円」

に換金することは出来ません。また、コミュニティ通貨の特徴としてMille（ミレ）には一切「利子」は付きません。

　Mille （ミレ） は、 ミレニアムシティの５つのキーワード 「パラダイムシフト」、 「セルフビルド」、 「環境蘇生

と環境共生」、「コネクトハウジング」、そして「ネットワーク都市」、いずれの実現にとっても有効かつ強力なツー

ルとなります。

Mille （ミレ） の使い方は？
　会員にはＩＤ番号の入ったバランスシート（通帳）が配布されます。会員間の取り引きはすべて相互の信頼関係に基

づいて、このバランスシートに記帳される形で行われます。

（ＳＴＥＰ１）会員はあらかじめ登録された内容について、相互の話し合いのもとに、提供されるサービスやもの価格

（Mille）を決めて取り引きを始めます。

（ＳＴＥＰ２） 両者はバランスシートに日付、 取引の内容、 価格 （Mille） と残高を記帳します。

提供者は受取り欄にプラスのMille、依頼者は支払い欄にマイナスのMilleを記帳します。

（ＳＴＥＰ３）両者はバランスシートを交換し、それぞれの内容を確認し、自分のサインとＩＤ番号を記入して相手に

返します。 これで、 取り引きの成立となります。
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今年度の成果　その４

　ミレニアムシティでは、これまでワークショップで何回か地域通貨を取り上げて、勉強をしたり、模擬的な実験を行っ

てきました。そしてこれまでの成果をもとに、2002年１月からコミュニティ通貨として運用を始めました。

　通貨の単位は、 Mille （ミレ） としました。 名前の由来はすぐにお判りのように、 ミレニアムシ

ティのミレです。地域通貨にはいろいろな方法がありますが、ミレニアムシティでは通帳

に取引を書き込む方法を採用しました。詳しい使い方は下の囲み記事をご覧ください。

　ミレニアムシティをつくる会の会員の皆さんは入会と同時にこのコミュニティ通貨を

使用することができます。これまでは主にサービスの交換に使われてきましたが、この

８月からはパン屋さんでも使える様になり（右頁参照）、より現実的なコミュニティ通

貨となってきました。

　このコミュニティ通貨を育てるのは、会員の皆さんです。いろいろな場面でミレを使

い、 流通させましょう。

取り引きは原則としてMilleで行われますが、経費として現金が必要な場合に は、 「現金＋

Mille」 の提示も可能です。 例えば、 「原材料費＋Mille」 や 「交通費＋

Mille」 というようにです。

取り引きの情報は？
　会員の取り引き情報は、“ＧＩＶＥ ＹＯＵ”（提供できるサービスや

もの）、“ＧＩＶＥ ＭＥ”（提供して欲しいサービスやもの）として、

これから皆様の情報を収集していきながら、掲示方法についても検討し

て行きます。当面は、ミレニアムシティのメーリングリストを活用し

て下さい。なお、Mille（ミレ）スタートの現時点で価格が決まって

いるのは次のとおりです。

●ミレニアムシティ ワークショップ 参加費 会員価格 500 円 → 200Mille ＋ 300 円

●認定コネクトハウジング 宿泊料金 → 会員割引 （10％） ＋ 10％の Mille 使用可 （た

だし、 オーナーへの事前連絡要）

●ミレニアムシティ主催、 協賛イベントでのスタッフ業務  600Mille/ 時間

●ミレニアムシティの管理、 運営に関する事務作業  600Mille/ 時間

●ＮＰＯ法人ミレニアムシティ理事会への参加手当て 1200Mille （理事のみ）

●コネクトハウジング建設と維持のための様々な業務の一部 （詳細は未定）

今後も普及の状況に応じて、 Mille （ミレ） を使える機会を

どんどん増やしていきます。

最後にお願い
コミュニティ通貨は、皆様の取り引きが盛んに行われ、循

環することによって初めてその真価を発揮することが出来ます。些細な

ことでも結構ですので、“ＧＩＶＥ ＹＯＵ” “ＧＩＶＥ ＭＥ”情報をどんどんお寄せ

下さい。また当面は皆様のいろいろなご意見や提案をお聞きしながらMille（ミレ）独自の工夫を加えていきたいと思

います。

Mille の使い方
Milleの通帳

取引情報

ミレニアムシティの

15 16


